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 横浜ランドマークタワー44階 4406
【 連絡先 】045-264-4110

【 会社所在地 】

温暖化に伴う落雷の増加、住宅の付帯設備の拡大で直撃雷による被害額が増
加します。これに対応した、個人向けの住宅の庭にも建てられ、費用も月払い
でできる「落雷安心ポール©」を発売。これに用いるＰＤＣＥ避雷針は、国内で
１千基以上が設置され、その周辺への落雷を抑制する効果が認められています。

個人住宅向け

「落雷安心ポール  」

落雷安心ポールは、（株）落雷抑制システムズの登録商標です。

二階建ての個人住宅を想定し、地上高約１０ｍの鋼管ポールに PDCE-Junior を装着

費用は、取付工事、アース工事まで全てを含んで約１２０万円程度（注１）

作業場所も含めて１坪程度の場所が必要

費用は分割払いでもお求めいただけます。
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注１： 地域、場所により異なりますので事前に現地調査【五万円】をさせていただきます。
　　　現地調査費用は成約後、総費用の中で調整させていただきます。
注２：ＰＤＣＥ避雷針は直撃雷の抑制を目的とし、雷対策にはこの他、電線から侵入する誘導雷対策も必要です。

ＰＤＣＥ避雷針
「PDCE-Junior」
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株式会社落雷抑制システムズ ( 担当：松本　045-264-4110）または
株式会社エイトエージェンシー ( 担当：岡谷 /八里 03-6893-1885）

問い合わせ先

絶縁体

支持管

ハードロックナット
（製品に添付）

フランジ 　150mm

支持管

突針

従来の避雷針

落雷のプロセス上部がマイナスなので
目標にならない

お迎え放電なし

上昇気流

-10℃～ -20℃

4km～ 8km
発達、成熟、減衰の
ライフサイクル 約 45分

発電能力
約15万 kW

7,000m

12,000m

1. 先行放電（雷雲から）
2. お迎え放電(避雷針から)
3. 放電路の形成
4. 大電流が流れる

PDCE避雷針

雷の底部の負電荷に誘起され、
地表は正電荷が貯まる。

　76.3mm

落雷を抑制する
本当の避雷針

名前は避雷針だが、落雷を
「誘導」する「誘雷針」約250
年前、電気が使用される130
年も前のオイル・ランプの時
代に発明されたもの。

落雷を抑制する原理（夏季雷）

落雷事故は、不可抗力の自然災害ではありません。

1   地面に誘起された電荷を用いるため、電源は必要としません。
2   保守についても、塩類の補給などの費用も手間もかかりません。
3   効果は第三者認証機関「ビューローベリタス」が認証しています。
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